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蒲郡市民体育センター
大会議室

まちプ
ロ会議

まちプロ会議レポート No.17

02 コンセプトブックキーワード過去の意見一覧

●画像を入れる？

まちプロ会議参加者の方々から社会実験の感想、意見を伺いました

●より自由な利活用を可能とする広場配置案

景観ガイドラインに掲載するのは、

• これまでにいただいたご意見や、

みなさんとの議論のまとめ

• 東港地区の景観・まちなみに関す

る

「わかりやすいルール」

★たとえば、

これまでに多かった意見

景観形成のルールにしよう！

景観ガイドラインに掲載するのは、

東港地区の景観・まちなみに関する「わかりやすいルー
ル」

東港地区の景観・まちなみに関する「わかりやすいルー
ル」

・視点場からの海の見え方を図示

・港への道ゆきの風景保全を解説

みなさんからたくさんのご意見をいただきました

上）実践的な内容をわかり
やすい写真やイラストで表
現した神戸市の事例

2025年

4月18日(金)

18：00～

12

2025年度まちプロ会議スケジュール ※スケジュールは、変更となる場合があります
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6月6日(金)

18：00～

13 14 15 16 17 18

7月19日(土)

14：00～

9月5日(金)

18：00～

10月24日(金)

18：00～

12月13日(土)

14：00～

1月24日(土)

14：00～

3月6日(金)

18：00～
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Q
A

○ ルールづくり
・ルール案の共有とテーブルワークでルールづくりを行い
ました

○各チームの活動報告
・来年度のスケジュール共有
・ミモザ
・がまきたいっか
・うみまちマルシェ

… 今回の内容 …

○コンセプトづくり
・説明と、テーブルワークでコンセプトづくりを行いました

●画像を入れる？

松浦さん作業

6月3日～8月31日まで実施した社会実験「みなとまちvillage」の振り返りをおこな
いました！まちプロジェクト会議の実行委員会メンバーとともに企画、準備、運営
した3ヶ月間、そしてそれを締めくくるFinal Festa大変おつかれさまでした！

コンセプトブック骨子案

コンセプトキーワード過去の意見一覧

6月3日～8月31日まで実施した社会実験「みなとまちvillage」の振り返りをおこな
いました！まちプロジェクト会議の実行委員会メンバーとともに企画、準備、運営
した3ヶ月間、そしてそれを締めくくるFinal Festa大変おつかれさまでした！

目的

●より自由な利活用を可能とする広場配置案

●コンセプトブックの骨子案についての意見交換を行いました。
コンセントブックは、A5サイズ冊子の大きさで作成します。各ページの内容は大きく、
①まちプロ会議の位置づけや目的の説明、②コンセプトの説明、③各プロジェクトの説明
の3つになります。
骨子案をもとにデザイナーさんにレイアウト等やイラストを作成していただきます。デザインは蒲
郡市のミツコトデザインにご依頼しています。

チャレンジ

• はじめよう、やってみよう 誰も最初は初
心者なんだから

• 何でもチャレンジ
• いつも新しいチャレンジ
• とりあえずやってみる
• まず行動
• 新しい自分を見つけよう
• 新しい価値観・考え方・アイデアが生まれ
る、活かせる、チャレンジできる楽しむ

• 楽しむ！人も、自分も
• 自分へのごほうび
• 市内外の人たちに楽しんでもらう
• 蒲郡を大切に思っている自分たちも楽しむ
• 観光で来た人に蒲郡をいっぱい楽しんでも

らう
• いつでも楽しめる

目指す姿
• 蒲郡らしさを生み出す場
• 市民ファースト
• 住みたいまちNo1を目指す
• 会話をしやすい環境づくり
• 市民・行政・企業 連携してのまちづくり
• みらいの人につなぐ ウェルビーイング

想い

• 感動と喜びを創造します！
• 仲間
• 想いは同じ、アイデアは無限大∞

楽しむ

• 楽しむ！人も、自分も
• 自分へのごほうび
• 市内外の人たちに楽しんでもらう
• 蒲郡を大切に思っている自分たちも楽しむ
• 観光で来た人に蒲郡をいっぱい楽しんでも

らう
• いつでも楽しめる

目指す姿
• 蒲郡らしさを生み出す場
• 市民ファースト
• 住みたいまちNo1を目指す
• 会話をしやすい環境づくり
• 市民・行政・企業 連携してのまちづくり
• みらいの人につなぐ ウェルビーイング

想い

• 感動と喜びを創造します！
• 仲間
• 想いは同じ、アイデアは無限大∞

骨子

• タイトルを大きくメリハリをもたせたい
• コンセプトを簡単にしたい！
• 環境のワードを入れたい！
• 並べ方にストーリーを持たせたい
• 文字だけでなくイラスト中心
• 色を柔らかい雰囲気に

キーワード全体

• タイトルを大きくメリハリをもたせたい
• コンセプトを簡単にしたい！
• 環境のワードを入れたい！
• 並べ方にストーリーを持たせたい
• 文字だけでなくイラスト中心
• 色を柔らかい雰囲気に

・コンセプトキーワード説明文の意見のみ記載
・説明文案と意見を記載

※文章の内容は未更新です
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●来年度の４月からまちプロ会議の体制が変わることに関連して、新しいまちプロ会議の名称を
決めました。「まちプロ」の通称は残しつつ、「まちプロジェクト会議」から「まちづくりプロ
ジェクト」に変更しました。決定した新しい名称と全体での意見をご紹介します。

●コンセプトキーワード説明文のブラッシュアップを行いました。まちプロ会議では最後の確認と
いうこともあり、説明文の内容を改めて真剣に検討しました。端的に伝わりやすくするため、言い
換えや省略できるワードなどを議論しました。下記は検討前と検討後の説明文です。

コンセプトキーワード説明文

まちプロジェクト会議のルールづくり

目的

●前回からまちプロ会議のルールづくりがスタートしました。まちプロ会議への参加・申込方法
などを来年度のまちプロの活動に向けて作成します。

●コンセプトブックづくりと同様、今後まちプロ会議を自立した活動につなげるために、枠組みや
体制を明確にしておくことが目的です。来年度の活動に向けて、まちプロ会議が円滑に活動を行う
ために参加方法などを皆さんと一緒に考えていきます。

ラフ案の共有

●3回目のコンセプトブックづくりのワークを実施しました。前回は構成の意見交換とキーワー
ドのブラッシュアップ、今回はデザイナーさんに作成いただいたラフ案を確認しながら、まち
プロ会議での最終意見出しを行いました。

●デザイナーのミツコトデザインさんにラフ案を作成いただきました。ラフ案の内容を踏まえ、大
きく2点の議論を行いました。1つ目は、コンセプトキーワードの確認。2つ目は、ページ構成確認
です。議論を実施した個所はラフ案の赤枠部分です。

全体での意見

まちプロ
蒲郡市東港地区まちづくりプロジェクト

決定した新しい名称

まちプロ
東港地区まちプロジェクト

まちプロ
蒲郡市東港地区

まちプロジェクト会議

まちプロ
東港地区まちづくり

プロジェクト

02 コンセプトブックづくり

検討前 検討後

にぎわいを生み出そう

おもてなしの心でまちの笑顔や観光につ
なげよう。継続的なにぎわいを生み出す
ために、持続的に活動をしよう。

蒲郡の風景を大切にしよう

三河湾と山々で囲まれ、豊かな自然あふ
れるまち。地域資源を最大限活用し、美
しい景色がいつまでも続くように、きれ
いに大切につかおう。

人と人、地域につなごう

地域、市、企業と連携し、地域の活性化
を目指して、蒲郡の未来のために頑張る
人の輪を広げていこう。

おもてなしの心でまちの笑顔や観光につ
なげよう。にぎわいを生み出すために、
持続的に活動をしよう。

三河湾と山々で囲まれ、自然あふれるま
ち。地域資源を最大限活用し、美しい景
色がいつまでも続くように、きれいに大
切につかおう。

地域、市、企業と連携し、豊かなまちを
目指して、頑張る人の輪を広げていこ
う。
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まちプロジェクト会議の名称



マスタープランに対して『良いところ』と『より良くするには』のご意見を頂きました まちプロ会議にご参加頂いた皆さんよりご意見を頂きました

02 まちプロジェクト会議のルールづくり

まちプロ会議にご参加頂いた皆さんよりご意見を頂きました

楽しむ

• 楽しむ！人も、自分も
• 自分へのごほうび
• 市内外の人たちに楽しんでもらう
• 蒲郡を大切に思っている自分たちも楽しむ
• 観光で来た人に蒲郡をいっぱい楽しんでも

らう
• いつでも楽しめる

目指す姿
• 蒲郡らしさを生み出す場
• 市民ファースト
• 住みたいまちNo1を目指す
• 会話をしやすい環境づくり
• 市民・行政・企業 連携してのまちづくり
• みらいの人につなぐ ウェルビーイング

想い

• 感動と喜びを創造します！
• 仲間
• 想いは同じ、アイデアは無限大∞

やりたいこと

• 楽市楽座のような場所をつくる
• 公共交通機関
• 公共交通機関歩行者天国
• 自家発電（ライトアップに使う電力は自分

で作る）
• 蒲郡を体験する

地域活性化

• 地域を盛り上げる
• 地域のつながり
• 蒲郡市の活性化

ルール
• どの企業でも統一して使えるルールにした

い
• 共通ルールつくりたい（保険のことなど）
• 安全
• 決められたルールを守る

伝える

• 蒲郡の人やお店・資源の素敵さを伝える
• わが町の魅力を伝える
• 広報
• 告知方法の統一？

環境

• 環境を大切にする
• 持続可能
• 今の自然を守る（ごみを出さない、プラス

チックを少なくする）
• 草とり、ごみ拾い

今後の活動や
ルール作りに反映

ルール作成スケジュール

意
見
出
し

案
提
示
・
議
論

お
披
露
目

まちプロジェクト
会議 15回

10月24日(金)

16回 17回 18回

コンセプトづくり
分
科
会
会
議

分
科
会
会
議

分
科
会
会
議

12月13日(土) 1月24日(土) 3月6日(金)

タ
タ
キ
案

ルールの例

●今回は、参加の流れから会議の種類、備品の管理方法などのルール案を共有しました。４月の再
登録に向けて特に議論の必要があった参加に関わるルール案を紹介します。

ルール案の共有

意見一覧

●後半のグループワークでは、ルール例をもとにチーム毎で意見出しを行いました。特にまちプロ
会議の参加種類・参加までの流れや備品についての議論が多くありました。意見交換の内容を分類
にわけてご紹介します。

意見を小分類ごとで表示
→表の形ではなく、図で表示

今後の活動や
ルール作りに反映

2025年

4月18日(金)

18：00～

2025年度まちプロ会議スケジュール ※スケジュールは、変更となる場合があります
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6月6日(金)

18：00～

13 14 16 17 18

7月19日(土)

14：00～

9月5日(金)

18：00～

10月24日(金)

18：00～

12月13日(土)

14：00～

1月24日(土)

14：00～

3月6日(金)

18：00～

12 15

まちプロジェクト
会議 17回 18回

1月24日(土) 3月6日(金)

まちプロ会議の参加・活動ルールの意見を記載
→類似意見はまとめたものです

①全大会に参加

②事務局スタッフからまちプロジェ
クトの概要説明を受け、コンセプト
ブックを読んで頂く

③参加種別を選択して登録（個人）

④メンバーに仲間入り！

・活動コンセプトに共感して一緒に活動してくださる
こと
・営利のみを目的としないなど、まちづくりの意識を
持って参加すること
・宗教・政治活動を目的としたものでないこと
・他のメンバー、他団体と良好な関係性を築けること
・他人の意見を否定しない
・みんなでつくる意識を持つ
・会話・意見交換しやすい環境を心がける
・参加のルールを守ること

種
類

役割 全大会
(現まちプロ)

代表者
会議

年会費
メーリス
情報共有

マ
ネ
ジ
ャ
ー

• 代表者及び副代表者
• 活動グループの代表者
• 他薦されたメンバー（全大会の承認）
• 事務局として、まちプロの広報、会計、

連絡情報などの作業を各自担う
• まちプロ会議全体の企画運営
• 各チームの課題・懸念点を共有し解決

の方向性を検討する
• 市との調整事項を協議検討

●司会
（企画運営）
※蒲郡市参加

●司会
（企画運営）
※蒲郡市参加

１０００
円/年 ●

サ
ポ
ー
タ
ー

• 活動チームには所属しないが、活動の
サポートをする

• 全大会の準備や社会実験時にフォロー

●
準備

１０００
円/年 ●

プ
レ
イ
ヤ
ー

• 活動チームに所属する人
• イベント企画運営などプロジェクトご

との活動を行う
※ 自らプログラムを企画・運営し、安全
（ボランティア保険の加入等）責任を持っ
て実施すること
※  多様な方が参加できるプログラムの企画
を心がけること
※  公序良俗に反するプログラムでないこと

●
報告 ▲ ●

メ
ン
バ
ー

• 出店や会議参加など、まちプロジェク
ト会議の取り組みに賛同し、関わりた
い人

●
出席

０円
寄付希望
制１口
５００円

●

種類 参加者 開催頻度 内容

全大会
(現まちプロ
会議)

• マネージャー
• サポーター
• プレイヤー
• メンバー
• 蒲郡市

年2～３回程度

• 年間活動計画の共有
• 全体企画の共有、プログラム内容の調整
• まちプロジェクト全体収支の報告
• 各チームの活動計画、経過、結果の報告
• 蒲郡市の報告、実施可否の確認
• 必要に応じ、課題の解決策などを議論

マネー
ジャー会議

• マネージャー
• サポーター代表
• プレーヤー代表
• 蒲郡市

2ヶ月に1回程度

• まちプロジェクトの年間活動計画の検討
• まちプロジェクト全体での企画の検討・準

備
• プロモーション・広報内容の検討・準備
• 各チームの課題・懸念点を共有・検討
• まち蒲郡市との調整事項の協議

■参加の種類

■会議の種類

参加の種類

マネージャー

• マネージャーになるには推
薦、経験が必要

• マネージャーは連携が必要

プレイヤー サポーター

• プレイヤーにはチームの所
属が必要

• 実務内容を記載する
• 週２＋月１の参加など

参加頻度

• 関わり合いの頻度で役職を
表す

参加までの流れ

• 参加したい人 ①説明受け→②全大会参加 • 事務局への連絡先を明確に

• プレイヤーからの年会費徴収は必要
• 目標予算の算出が必要

• 会費の金額は1000円で良い
• 会費の金額は1000円で足りるのが疑問
• 途中退会の対応方法の検討必要

参加条件

• 住んでいる場所の指定はなし • マネージャー以外は本人の希望で参加可能

会費

共同備品

• イベントが重なると予約が難しい
• 所有権の確認が必要

• まちプロ参加者以外が使用する際の対応が
必要

• 備品が会費で補えるか

■まちプロジェクト参加までの流れ ■参加条件
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